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＜連絡事項＞

· カルテチェックの見直しを今日までに再度行う事。

· 12日までに、利用者評価シートを実施。各個人のフォルダ内に入力する事。

· 本日、食事サービス提供管理委員会を実施予定。（参加者：山田）

＜外来情報＞

· 横町　浩　　様～断水の際、井戸水があったけど大変だった。正月は姪の面倒を見ていた。

· 沢田　三朗　様～「年末寒かった、のんびり過ごした。体調は特に変わりない。」と話している。

· 大久保　恒夫様～「12月からイライラが強く、一日の中で波がある。イライラしている理由は

言えない。」と話している。薬を２７日分処方している。

· 関　秀治　　様～「正月は実家に帰った。夜尿は大丈夫。目の充血が時々あり、目ヤニがでる。」

と話している。次回充血が悪化しているようであればAZ点眼液をフルメトロンに変更することを検討。

· 田名部　一樹様～年始の挨拶をし、「正月におせちを食べてむせた」と話している。「正月は２日間

便秘だった」とのことで下剤を希望している。下剤を７日分処方している。

· 島浦　美千男様～「特に変わりはない。青風荘や青陽館では困る事はなく、普通にしている。」と

話している。

· 関口　禅　　様～「得に変わりない。断水でびっくりした。入浴はできた。洗い物が出ないように

パンを買って食べた。」と話している。

· 久保　興介　様～母親と一緒に受診。「１９日までにレポートを仕上げなくてはならず、自宅では

ストレスがたまり、泣いたり叫んだりしている。体調が悪く吐気がある。」と話している。特に外出時に吐気が強くなるとのこと。担当医からは無理しないように伝えている。頓服薬でリポトリール、レボトミン１週間分処方となっている。

＜通所利用者様情報＞
· 高橋　百壽　様～デイナイトケア利用の希望が聞かれている事を担当医へ報告し、今後の対応に

ついて相談している。現在、肋間神経痛を訴えデイケアを定時まで過ごす事が

出来ない事、生活費節約の為デイナイトケア利用を希望している事を伝えている。

⇒担当医からは、肋間神経痛が治癒してからのデイナイトケア利用で良いのではないかとの意見あり。完全にデイナイトケアに移行するのではなく、デイケアとの両方を利用する事については本人の意思に任せるとの事。

1/12に受診し、本人からデイナイトケア利用について相談して頂く事としている。

· 大久保　恒夫様～携帯電話の調子が悪いとの事で、電話会社へ連絡しているが、架電時より易怒的

であり、電話中に「殺してやる」等の暴言や壁などを蹴る行為見られる。易怒的である原因として、正月からイライラがあり、他者から話し掛けられると殴りたい衝動があると訴えあり。

他言しないで欲しいとの事でスタッフを指名して面談希望。「イライラは、正月に初詣に行った時、タクシーを使用したけど、自分が支払った領収書を今野さんが持っていった。今野さんが領収書を使って小遣いを職員から貰ったのではないか。」と話されており、相手に対して利用されたと感じているとの事。

話し終えてからは、イライラは治まったと話されるが、表情の硬さは継続している。

⇒・本日外来受診している。本人の考えとしては短期での入院を考えていたが、薬処方となった為、内服して様子を見るとの事。

　・必要時には他者への影響も考慮し、一人で過ごすことの出来る環境の提供、スタッフと話を出来る環境を整えていく。

　・青風荘スタッフへ本人が確認すると話されている為、本人の様子を観察して行く。

· 駒目　翔　　様～夜間の睡眠は取れているが、日中の眠気が強いと訴えあり。朝食後薬と昼食後薬

をまとめて服用していると報告される為、薬効に変化がある為、決められた服用方法を守るよう説明。又、アレルギー用剤や精神薬も服用している為、副作用として眠気もある事を説明している。

· 繁名　和恵　様～欠席の連絡あるが、電話が聞き取り困難であった事もあり来所して頂く。顔面

蒼白で、「昨日から精神的に胸が苦しくて、喉も痛くて声が出ない」と話され

欠席。昼食後来所しており、「静養室で寝かせてください」と話される。欠席しているのであれば青山荘で休んでいるよう説明するが、「ここで寝かせてください」と話し臥床している。

· 我満　奈津紀様～昨日の帰宅後本人より電話あり。昨日の午後に高橋（百）様と板橋様から、娘様

の登校拒否や、将来の事を言われたと報告。「その後から泣きたくなった」と話しており、ショックが大きく、気持ちの整理が出来ずにいると話される。落ち着いて考えながら気持ちを整理したい為、13日までデイケア欠席し、14日の午後に来所するとの事。

· 袴田　隆裕　様～昨日電話での相談あり。一般就労したいと希望あり。自宅では、お父様やお兄様

の事でイライラする為、お金を溜めてアパートでの単身生活をしたいと目標を話される。以前、就労時間を拡大した際に、吐気などの身体症状があり時間の拡大を中断した事を振り返るが、「不調の原因になった元交際相手とは、連絡をとっていない。今後も連絡をしないよう先方に伝えている為大丈夫」と話す。

⇒青明舎と担当医へ自分から相談するよう説明している。

· 田中　一　　様～来所時服薬のチェックを行っているが、朝食後薬を服用せずに来所。来所後の

声掛けで服用している。休日中の服薬について確認するが、言葉を濁している。

⇒・以前から朝食後薬を忘薬する事が多く、声掛けで服用することを繰り返している。

・現在スタッフが本人の薬包を確認してチェックしているが、本人に服用時にチェックして頂けるよう、チェック表の作成を検討。

· 種本　サハ　様～本日もデイナイトケアを欠席。電話連絡入っているが、「咳が出ているから、

デイナイトケアに行けない」と話される。又、マッサージへ行けば咳が良くなると思い、揉みに行こうと思ったが、先方に電話した際に断られたとの事。食事はよこまちストアで購入して毎食摂取する事が出来ているとの事。

⇒・グループホーム世話人へ連絡し、本人の状況の確認をして頂く。

・電話連絡の際には、デイナイトケアへの通所を繰り返し促していく。

・現状を担当医へ情報提供し、担当医からも通所を声掛けして頂く。

· 神山　和典　様～今週から週4日の利用を行っている。昨日利用しているが、希望の映画上映を

行っている間も閉眼しており、「木曜日の利用は疲れる」と話される。

⇒本人の利用時の状況を確認していき、疲労感が継続するようであれば、担当医へ再度利用日について相談するよう説明していく。

＜SST報告＞

デイナイトケア

１班：テーマ“最近困っている事”

⇒足が痛い（田中正士様）

参加者の様子：他者から“専門機関の受診”“青風荘スタッフへ伝える”等の意見が聞かれているが、岩城様から入院中の様子について一方的に話されることあり、他の参加者が岩城様の話を中断させている。

２班テーマ：正月の挨拶について（実施状況の報告）

ウォーミングアップ：“３文字しりとり”を実施（30分使用）

　　　　　　　　　　言葉が浮かばないと他者から、声を掛け合う様子見られていた。

参加者の様子：声の大きさや視線を合わせる等、自分が行った際に気をつけた点について報告される。

小野寺様より「誰とも会わなかったから挨拶してない」との発言あり。

＜通所利用者様事例検討＞

佐藤　ミツ子様（61）主病名：統合失調症

デイナイトケア利用年数：7年6ヶ月

検討内容：治療計画の見なおし

治療計画

①見守りしながらだと、出来る部分も多いので出来ている事は評価し、本人の自信へと繋げて行く。

②対人関係については、SSTだけではなく、個別に相談を行うなど他にも有効な方法を検討していく。

現在の状況

・他者に対して自分の嫌な事を伝える事が出来ている。

・SSTでは自分から、ウォーミングアップで歌を唄うことが見られる。

・自分の思った事を表現する事が出来ず、溜め込んでしまう傾向あり。以前は、溜め込む事で行動化（隠れる等）することがあった。

新・治療計画

①見守りしながらだと、出来る部分も多いので出来ている事は評価し、本人の自信へと繋げて行く。

②対人関係については、SSTだけではなく、個別に相談を行うなど他にも有効な方法を検討していく。

③ストレスを溜め込んで、隠れたり逃げる等の行動を起こす事がある為、定期的に本人の話を聞いて溜め込まないようにする。










